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5 慢性膀胱炎における排尿痛に対し、
     猪苓湯合四物湯を使用した症例
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6 泌尿器感染症における漢方薬の役割
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症例は10歳女児。脂肪脊髄髄膜嚢瘤術後の神経因性膀胱に対

し、オキシブチニンの内服と清潔間欠自己導尿を施行していた。

9歳時の透視下膀胱内圧測定では最大膀胱容量262ml/5cmH₂Oと

低圧畜尿であり膀胱complianceも保たれていた。以前より膿尿を

伴う導尿時の疼痛を主訴とする膀胱炎を繰り返していたが、直近

の半年間で計10回の膀胱炎をきたした。尿培養検査からはESBL

産生Klebsiella pneumoniaeや大腸菌が繰り返し検出されたため、

抗菌薬はFRPMやST合剤が使用されていた。抗菌薬による加療

後もすぐに再発を繰り返すことから慢性膀胱炎と診断し、直近の

膀胱炎の際にST合剤と同時に猪苓湯合四物湯を処方した。直近

の尿培養検査からはESBL産生大腸菌が検出されたため後日入院

の上MEPMによる加療を施行した。

猪苓湯合四物湯の投与から1ヶ月以上経過したが膀胱炎の再発は

現時点では認めず今後も同薬剤の継続予定である。膀胱炎に対し

ては抗菌化学療法の他に猪苓湯や猪苓湯合四物湯が使用されて

おり文献的考察を踏まえ報告する。

泌尿器科疾患において、特に尿路性器感染症などの感染症の領

域では、急性ならびに慢性の炎症があり、特に後者のマネイジメン

トにおいては近年漢方薬を使用する頻度は以前より増加している

傾向にある。さらに漢方薬の特性上、それらに伴う疲労感や下腹

部違和感・不快感ならびに排尿に関連する症状、すなわち、尿意

切迫感、頻尿や排尿困難、残尿感などの諸症状は時に抗菌薬のみ

では改善しない症例が多く存在する。我々は以前から、これらの

中でも特に慢性膀胱炎や慢性前立腺炎において、すなわち慢性

尿路性器感染症においての症状である、慢性的な疲労感、排尿時

違和感、会陰部違和感、下腹部不快感などの諸症状に対して補中

益気湯、清心連子飲などを使用し、一定の効果を見てきた。またと

きに治療に難渋することが多い慢性前立腺炎に対しては、上記薬

剤に加えて竜胆瀉肝湯などを使用し、膿性分泌物漏出の消失な

ど、一定の効果も見てきた。今回は、前回に引き続き、第二報とし

て、最近の症例の解説も交えながら発表させていただきます。


